
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
そ
の
意
見
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
四
月
三
十
日

奈
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事
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一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
大
和
高
田
店

所
在
地

大
和
高
田
市
曽
大
根
一
丁
目
一
五
番
三
〇
号

二

述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要

１

大
和
高
田
市
の
区
域
内
に
居
住
す
る
者

当
該
店
舗
出
店
に
際
し
、
予
定
地
周
辺
は
、
閑
静
な
住
宅
街
で
あ
り
、
環
境
、
景
観
、
通
風
、

(1)
日
照
、
騒
音
及
び
交
通
安
全
の
面
で
住
宅
街
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
周
辺
の
大
型

電
器
店
に
は
こ
の
よ
う
な
立
地
は
見
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
開
発
申
請
に
必
要
と
な
る
水
利
組
合
の
同
意
に
つ
い
て
は
、
水
路
を
維
持
管
理
す
る

曽
大
根
村
水
利
組
合
等
の
み
の
同
意
で
、
サ
ン
タ
ウ
ン
自
治
会
の
合
意
で
は
な
い
た
め
、
周
辺

住
民
の
合
意
形
成
が
全
く
図
ら
れ
て
い
な
い
。

当
該
店
舗
の
計
画
で
は
、
敷
地
西
側
国
道
の
出
入
口
が
二
箇
所
と
さ
れ
て
い
る
が
、
周
辺
住

(2)
民
は
日
常
的
に
こ
の
出
入
口
が
設
置
さ
れ
る
歩
道
を
利
用
し
て
い
る
。
子
ど
も
や
高
齢
者
も
多

く
利
用
す
る
た
め
、
二
箇
所
に
な
る
と
危
険
が
増
す
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
敷
地
北
側
に
は
大
和
高
田
市
道
が
あ
り
、
隣
接
す
る
サ
ン
タ
ウ
ン
自
治
会
の
住
民
が

自
動
車
で
通
行
す
る
た
め
、
敷
地
西
側
国
道
の
出
入
口
が
北
側
近
く
に
設
置
さ
れ
れ
ば
交
通
事

故
が
起
こ
る
原
因
と
な
る
。

２

大
和
高
田
市
の
区
域
内
に
居
住
す
る
者

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
説
明
会
開
催
の
公
告
の
方
法
が
、
新
聞
を
未
購
読
の
家

(1)
庭
が
増
加
し
て
い
る
中
、
主
要
日
刊
四
大
紙
へ
の
折
込
チ
ラ
シ
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
特

に
今
回
の
説
明
会
の
折
込
が
年
末
の
日
曜
日
で
あ
っ
た
た
め
、
他
の
チ
ラ
シ
の
量
が
多
く
、
気

付
か
ず
に
い
た
世
帯
が
多
く
存
在
す
る
。
当
日
の
参
加
人
数
が
六
名
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
方

法
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

今
後
、
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
指
針
及
び
要
綱
に
「

隣
接
す
る
住
宅
地
に
は
回
覧
板
や
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
説
明
会
の
公
告
を
す
る
。
」
と
付
記
す
る

よ
う
要
望
す
る
。



当
該
店
舗
予
定
地
の
国
道
一
六
六
号
側
に
出
入
口
が
二
箇
所
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
一
箇
所

(2)
に
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

（
理
由
）
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
三
日
付
け
の
大
規
模
小
売
店
舗
届
出
書
中
、
交
通
へ
の

支
障
を
回
避
す
る
た
め
の
方
策
に
「
周
辺
交
通
へ
の
影
響
の
少
な
い
国
道
一
六
五
号
を
主
要
な

出
入
口
と
す
る
。
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
た
め

東
室
交
差
点
は
、
大
和
高
田
市
内
随
一
の
交
通
混
雑
地
で
あ
り
、
「
事
故
多
発
地
帯
」
と
の

表
示
も
あ
る
。
自
動
車
事
故
を
抑
止
す
る
な
ら
ば
一
般
通
行
車
両
と
店
舗
へ
の
来
店
車
両
と
の

交
錯
を
第
一
に
考
え
、
国
道
一
六
六
号
側
の
店
舗
出
入
口
は
、
サ
ン
タ
ウ
ン
出
入
口
と
、
隣
接

す
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
出
入
口
と
の
中
間
点
の
一
箇
所
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
住
宅
街
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
の
出
入
り
が
あ
る
た
め
、
国
道
一
六
六
号
側
の
出
入
口
が
二
箇

所
に
な
る
と
事
故
が
起
こ
る
。

ま
た
、
バ
イ
パ
ス
を
越
え
た
南
側
に
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
百
円
均
一
シ
ョ
ッ
プ
や
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
国
道
一
六
六
号
側
の
店
舗
前
も
高
齢
者
や
児
童
が
日
常
的
に
往
来
す

る
の
で
、
安
全
を
第
一
に
考
え
る
と
、
出
入
口
は
一
箇
所
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

店
舗
予
定
地
は
、
南
北
の
高
低
差
が
あ
り
、
以
前
は
パ
チ
ン
コ
店
と
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ー

パ
ー
が
南
側
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
来
客
車
両
は
建
物
近
く
の
南
側
に
駐
車
し
て
い
た
た
め
国

道
一
六
六
号
北
側
か
ら
の
出
入
庫
は
皆
無
に
近
か
っ
た
。

し
か
し
、
当
該
店
舗
は
南
北
の
高
低
差
を
無
く
し
、
敷
地
の
北
側
ま
で
建
物
を
建
設
す
る
た

め
、
北
側
の
自
動
車
の
出
入
り
が
増
え
、
サ
ン
タ
ウ
ン
の
出
入
口
と
近
い
た
め
、
事
故
が
起
こ

る
。

三

縦
覧
場
所

奈
良
県
産
業
・
雇
用
振
興
部
産
業
政
策
課

四

縦
覧
期
間

平
成
二
十
六
年
四
月
三
十
日
か
ら
同
年
五
月
三
十
日
ま
で

五

縦
覧
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
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